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昭和15年（1940年）に4町村が合併し 「吹田市」 が誕生。

令和2年（2020年）に市制施行80周年を迎え、同年に中核市に移行した。

大阪府の北部で大阪市に隣接し、多くの鉄道駅がある交通アクセスの良さと、

万博記念公園など緑豊かな環境が特徴。



１ 持続可能な航空燃料（ＳＡＦ）とは
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ＳＡＦ ( Sustainable Aviation Fuel ) とは

持続可能な航空燃料のことで、航空業界における脱炭素化手法の1つ。

化石燃料以外を原料とする持続可能な航空燃料

従来の航空燃料と比べてライフサイクルでCO₂排出量を大幅に削減
⇒60～80％のCO₂削減効果があると言われている。

既存のインフラ（航空機、貯蔵・給油設備など）が使用可能

中大型の航空機にはSAFが不可欠

ＳＡＦの認証

【安全基準】ASTM規格（国際的な工業規格）の認証取得が必要

【環境基準】CO₂削減効果はICAOの認証取得が必要
国産ＳＡＦがなかった

航空脱炭素化に向けた切り札と言われている

※2024年3月時点



２ ＳＡＦが必要とされている背景
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中見出し
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航空分野では、従来より温室効果ガス低減に関する国際的な合意目標がある。

□ 2020年以降、国際航空からのCO₂総排出量を増加させない。

□ 2024年以降、2019年のCO₂排出量の85％を上回る部分に対して、排出権を購入。

□ 2030年までに国際航空におけるCO₂排出量を5％削減（2019年比）することが努力目標が設定。

□ 2050年に炭素排出をネットゼロにする。

SAFは航空セクターの脱炭素で中心的役割に＝世界各国で需要増

世界のSAFの需要
2050年に

4.1億㎘～5.5億㎘

【航空機産業】GX実現に向けた取組22事項の1つにSAF製造が含まれている。

→2030年時点でSAF使用量を、国内のジェット燃料使用量の10％に置き換える。

「GX実現に向けた基本方針」（経済産業省、2023年2月10日閣議決定）

ロシアによるウクライナ侵略以降、エネルギー安定供給の確保が世界的に大きな課題となる
中、GX（グリーントランスフォーメーション)を通じて脱炭素、エネルギー安定供給、経済
成長の3つを同時に実現するべく、GX実行会議や各省における審議会等での議論を踏まえ、
昨年末に「GX実現に向けた基本方針」を取りまとめた。

官民が連携して、SAF
の利用・供給の拡大
取組みが必要

航空分野におけるCO₂削減に関する国際目標



３ 日本の廃食用油の活用状況
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中見出し
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家庭系 事業系

※正確なデータはないが９割以上
が廃棄されていると言われている。

課題１：事業系廃食用油の国内資源循環
課題２：家庭系廃食用油の資源化

家庭系の廃食用油の資源化が
進んでいない！

ＳＡＦの供給のため、海外で製造されたものを
逆輸入している！

発生量

50万トン

発生量 発生量

10万トン 40万トン

廃棄 飼料原料 海外輸出 工業原料 燃料原料 廃棄・再生不能

※ 18万トン 11万トン 5万トン 2万トン ４万トン

参考：環境省「SAFの国産製造体制の強化に向けた環境省の取組状況について」



４ 協定締結前までの吹田市の取組み
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平成21年(2009年)２月から、ごみ減量施策
として、家庭系廃食用油の回収を開始

・市内15カ所の回収拠点を設置

・年間約７トンの廃食用油を回収
・油の再生資源化業者に売却し、

塗料・飼料・粉石鹸などに再利用

令和６年度の契約状況
２者見積合わせ
契約期間 2024/4/1～2025/3/31
単価契約 25円/㎏

EXPOグリーンチャレンジ
に参加し、市民に廃食用
油の回収を積極的に呼び
かけ！

★EXPOグリーンチャレンジ
とは、大阪・関西万博を
きっかけに企業や学校、
自治体などの団体を通じて、
個人の方々へ脱炭素行動を
広げていく取組み

「回収協力している市民の固定化」
「回収拠点の増設」が課題！

吹田市における廃食用油の回収量



５ 国産ＳＡＦ製造設備が大阪（関西）に誕生！
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・大阪府堺市のコスモ石油堺製油所内に新設

・2024年12月に完工、2025年４月から供給開始

・年間2.7万㎘のSAF製造設備を設置し、安定した供給を実現

・新会社が設立され、国内での廃食用油の収集からSAFの製造・輸送・供給に至るまで
のサプライチェーンを構築

・日本初のICAOのCORSIA認証取得を2024年11月に取得

原料となる廃食用油が
年間３万トン必要となる。

廃食用油は2024年10月から
回収開始。

廃食用油の収集、運搬

用地・用役提供、運転、製品混合、
製品輸送・供給

レボインターナショナル

コスモ石油

日揮ホールディングス

事業全体統括、装置設計・建設 SAF製造設備

国内初！大阪府堺市に国産SAF製造設備が誕生



６ SAFの普及促進に向けた協定締結へ
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個人が直接脱炭素に貢献できる機会を創出し、誰も
が乗る可能性がある飛行機の燃料になるということ
で、「自分ごと」と捉えてもらい意識変革や行動変
容につなげ、家庭系からの廃食用油回収を増やし、
再資源化を促進する。

大阪府内の堺市で国内初のSAF製造設備ができ
ることをキッカケに、吹田市がSAFの供給事業
に参加することで、国策である国産SAF製造を
積極的に後押しする。

「持続可能な航空燃料の普及促進に関する連携と協力に関する協定」

令和７年（2025年）３月12日、日揮ホールディングス株式会社・コスモ石油株
式会社・株式会社レボインターナショナル・合同会社SAFFAIRE SKY ENERGYと、
SAFの原料となる廃食用油回収の取組を拡大することを目的とし、協定を締結
した。 コスモ石油堺製油所内

での締結式の様子

低炭素（脱炭素）
社会への転換

ごみ減量の推進アップサイクルを
身近に

官民連携で国産SAF事業推進を
後押し！

市が率先して取組むことで、
廃食用油のリサイクル意識の動機付けに！



７ 協定に基づく具体的な取組
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事業者の役割吹田市の役割

・公共施設における廃食用油の回収

・回収した廃食用油の売却

⇒既存の拠点回収分に加え、市立小学校及び市立保育園

で排出された廃食用油もSAFに提供

・SAFの重要性を広く情報発信及び発信する機会の提供

・回収した廃食用油をSAFその他バイオマス燃料の原料

等に製造

・SAFを製造し、資源循環の重要性を世間に発信

・廃食用油の回収拠点を提供

・廃食用油の回収及び回収キャンペーンを実施

協定締結と同時に、廃食用油を再
生可能な航空燃料として活用する
「Fry to Fly Project」に参加！

日揮ホールディングス㈱提供



８ 回収促進の取組と今後の展望①
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吹田市内で「Fry（使用済み油で）to Fly（空を飛ぶ）！」を合言葉に、使用済み

油の回収率を上げ、SAFの普及促進に取り組むプロジェクトを開始。

市内での取組みやプロジェクトを一緒に進めていく事業者の紹介などを通じて、

資源化や脱炭素を身近に、自分ごととして捉えてもらう機会を提供する。

賛同企業の募集と
啓発機会の拡大

使用済み油の
回収拠点の拡大

◆ 事業者での回収BOX設置
◆ 市ホームページでの取組み紹介
◆ 啓発イベントの合同開催

現在15か所ある公共施設の回収拠点
（BOX設置）を増やすべく働きかけを強化

多くの方が普段「油」を購
入する場所で周知・啓発を
図りたい…！

「SUITA Fry to Fly Project」の開始

市内の大学との連携



９ 回収促進の取組と今後の展望
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プレセントキャンペーンの実施

回収協力した市民100名に
抽選ですいたんグッズを
プレゼントするキャン
ペーンを実施（6月1日～8
月31日）。
あわせて、回収拠点・回
収ボックスに「Fry to 
Fly Project」のステッ
カーを貼付。

・SAF製造工場の市民見学ツアー実施（３月予定）

・市内スーパー等での啓発イベント実施

・市内大学・学生との連携

・近隣市町村への取組み紹介を通じた機運の醸成

・さらなる回収量アップにつながるインセンティブの検討

「Fry to Fly Project」参加メンバーである
「スシロー」（㈱FOOD＆LIFE COMPANY）と共同
でブース出店予定。

その他（今後の予定など）

さらなる行動変容
につながる取組み
を考え中です！

「Fry to Fly Project」参加メンバーである「スシロー」（㈱
FOOD＆LIFE COMPANY）と共同ですいたフェスタ2025にブース出店。
SAF製造工程が見られるVR体験などを実施。

イベントでの啓発ブースの出店

すいたん



10 将来のビジョン（目指したい循環モデル図）
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スーパー・飲食店回収

再生品製造工場

食用油

SAF

イベント等実施団体
イベント回収

自治会等
イベント回収

廃食用油（関係者はSUITA Fry to Fly Projectに参
画）

ペットボトル
雑がみ等

CO
2

市民が普段立ち寄ることの多い場所に
できるだけ多く設置することを目指す

ポイント！
大学（学生）と連携した
新たな啓発・情報発信

リサイクル品

回収実績等をPR

飛行機

ポイント！
エコリーダーすいたを
中核人材化

ポイント！
・回収量に応じ報償金
・回収した油の一部をイベント物品に活用し
イベントの活性化・周知を図る

地域の活性化

破砕選別工場

油
雑
が
み

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ステーション回収

廃食用油

家庭

ポイント！
事務局である市の職員が
中核人材のを担う

廃食用油引取業者

SAF製造工場

近隣市との連携を模索し親近感をUPさせる

廃食用油引取業者

CO2吸
収



ご清聴ありがとうございました。
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